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恒例？秋を求めて安曇野エリアへ

伊
勢
崎
市
田
部
井
町
の

「
喫
茶
◎
に
じ
ゅ
う
ま

る
」
さ
ん
。
子
育
て
世
代

の
ご
夫
婦
が
元
気
に
切
り

盛
り
す
る
お
店
で
す
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

気
軽
に
く
つ
ろ
げ
る
店
に

…

と
、
食
事
も
ク
レ
ー
プ

も
ド
リ
ン
ク
も
、
「
価
格

は
抑
え
め
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
た
っ
ぷ
り
！
」
が
モ
ッ

ト
ー
。

ラ
ン
チ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
。
「
ナ
ポ
リ
タ
ン

＋

Ａ
セ
ッ
ト
（
サ
ラ
ダ
・

ス
ー
プ
・
ド
リ
ン
ク
）
」
。

す
ご
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ん

で
す
。
自
称
”
大
食
い
家

族
”
と
笑
う
店
主
の
高
山

さ
ん
が
、
男
性
は
も
ち
ろ

ん
、
子
連
れ
マ
マ
が
お
子

さ
ん
と
取
り
分
け
て
も
お

な
か
一
杯
に
な
る
よ
う
に

…

そ
ん
な
思
い
も
込
め
て

あ
る
そ
う
で
す
。
１
０
種

類
の
パ
ス
タ
の
ほ
か
、
日

替
わ
り
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

が
毎
日
３
種
類
。

ク
レ
ー
プ
も
お
店
の
看

板
メ
ニ
ュ
ー
。
価
格
は
２

５
０
円
～
と
、
と
っ
て
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

営
業
時
間
は
朝
９
時
か

ら
。
こ
れ
は
幼
稚
園
マ
マ

が
お
子
さ
ん
の
送
迎
の
あ

と
に
、
そ
の
ま
ま
立
ち
寄

り
や
す
い
よ
う
に…

な
ん

で
す
っ
て
。

店
主
高
山
夫
妻
の
や
さ

し
さ
、
愛
が
い
っ
ぱ
い
の

癒
し
系
喫
茶
店
。
オ
ス
ス

メ
の
お
店
で
す
。

ひ
と
こ
と

年末年始のお片付け お手伝い致します
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先
日
、
秋
田
県
玉
川
温
泉
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
は

ガ
ン
や
そ
の
他
病
の
方
が
訪
れ
る

こ
と
で
有
名
な
湯
治
場
。
以
前
か

ら
興
味
が
あ
り
、
念
願
か
な
っ
て

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
地
へ
行
っ
て
み
て
思
っ
た
の

は
、
や
は
り
自
然
の
力
っ
て
凄
い

な
っ
て
こ
と
で
す
。
私
は
冗
談
で

な
く
、
夕
と
朝
、
2
度
入
っ
た
だ

け
で
、
肌
の
か
ゆ
み
が
治
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
塗
り
薬

を
塗
っ
て
た
ん
で
す
が
・
・
・

岩
盤
浴
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い

る
同
地
で
す
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
に

横
た
わ
る
方
が
い
ま
し
た
。
聞
い

て
み
る
と
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

色
々
な
病
（
癌
が
多
い
で
す
）
で

定
期
的
に
通
わ
れ
て
い
る
人
も
多

か
っ
た
で
す
ね
。

日
本
の
温
泉
の
力
、
自
然
の
力

を
改
め
て
思
い
知
っ
た
旅
に
な
り

ま
し
た
。
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「喫
茶
◎
に
じ
ゅ
う
ま
る
」さ
ん

かたづけダンベぇの
ラインスタンプも是非
よろしくです！

ナポリタン+Aセット 980円

裏面 HHPグループニュース
レターも御覧ください。

かたづけダンベぇでは、年末年始のお掃除、お片付
けのお手伝いを致します。普段、「あの部屋のあそこ、
どうにか片付けられないかな？」「いつも気になって
いるんだけど、どうしようかな」そんな貴方を応援致
します。
ラインからもお見積りを受け付けています。
是非お気軽にお片付けのこと、ご相談下さい。

スタンプから「かたづけ」と検索すると
出てきますよ。かわいいと評判？です。

恒例？秋を求めて安曇野エリアツアーを敢行
して参りました。今回は趣向を変えて、寺社仏
閣巡りも兼ねてます。
ルートは上信越道経由長野道、麻績IC下車。

あとは一般道で行けます。安曇野ICだと行き過
ぎですね。トータルで、3時間位でしょうか？
まず最初に池田町の長福寺。ここはお寺の境

内前に立つ、大きな銀杏が有名（右上）。小高
い場所にある同寺から見る風景は、銀杏とも相
まって訪れる人を惹きつけます。本当はもう少
し葉っぱがついた状態で見たいのですが、残念。
銀杏が落とした黄色い葉が、境内を覆い尽くし
てました。これはこれで美しい。
銀杏を堪能したあとは、やはり紅葉（もみ

じ）。というわけで、大町市の紅葉に囲まれた
「霊松寺」へ。ここは曹洞宗の寺としては長野

最古の寺。本堂内を見学時に見た景色が（左
上）です。ピンクっぽい紅葉が外に見え、絵画
を見ているようでした。実はここにはオハツキ
イチョウというとても珍しい銀杏があります。
（詳細はお調べ下さい。）子宝・良縁にご利益
があるとか。若いご夫婦が、落ちた葉に付いた
ままの銀杏の実を探していました。
そして最後は、やはり大町市「国宝 仁科神

明宮」へ。ここは20年に一度の式年遷宮（造
営）を南北朝の時代から行い、その全ての棟札
が残っているという全国にもあまり例を見ない
社。実は今年がその当たり年。式年造営に纏わ
る行事の準備が進められていました。
滞在時間は数時間でしたが、秋を満喫。と同

時に、冬支度をせねばと思う私でした（TK）


